
令
和
三
年
駐
屯
地
新
成
人
祝
賀
行
事
を
挙
行

令
和
三
年

新
春

豊
田
前

第
一
施
設

団
長
の
交
代
に
伴
う

離
任
行
事
が
十
二
月

二
十
一
日
執
り
行
わ

れ
た
。

部
隊
長
等
と
の
記

念
撮
影
後
、
駐
屯
地

隊
員
に
見
送
ら
れ
た

豊
田
前

司
令
は
、
十

二
月
二
十
二
日
付
で

朝
霞
駐
屯
地
に
あ
る

陸
上
自
衛
隊
体
育
学

校
長
へ
栄
転
し
た
。

第３８代 古河駐屯地司令

陸将補 仲西 勝典

成人の主張

新成人代表挨拶

「
地
域
と
国
民
の
た
め
に
」

駐
屯
地
司
令
要
望
事
項

第
三
十
八
代
古
河
駐
屯
地
司
令
に
仲
西
陸
将
補
着
任

訓示する仲西駐屯地司令

見送られる豊田前駐屯地司令

第
三
十
八
代
古
河
駐
屯
地
司
令
に
仲
西

勝
典
（
な
か
に
し

か
つ
の
り
）
陸
将
補
が
令
和
二

年
十
二
月
二
十
二
日
付
で
熊
本
地
方
協
力
本
部
長
か
ら
着
任
し
た
。

古
河
駐
屯
地
に
登
庁
し
た
仲
西
駐
屯
地
司
令
は
、
第
一
施
設
団
長
と
し
て
着
任
式
を
挙
行
し
、

第
一
施
設
団
隊
員
に
対
し
着
任
の
辞
を
述
べ
、
統
率
方
針
、
要
望
事
項
を
徹
底
し
た
。

続
く
、
二
十
三
日
の
臨
時
駐
屯
地
朝
礼
に
お
い
て
、
駐
屯
地
隊
員
に
対
し
「
地
域
と
国
民
の
た

め
に
」
を
駐
屯
地
司
令
と
し
て
要
望
し
、
「
こ
の
古
河
駐
屯
地
が
光
り
輝
く
存
在
と
し
て
、
地
域

と
国
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
駐
屯
地
一
人
ひ
と
り
持
て
る
力
を
結
集
し
て
、
地
域
と
国
民

の
た
め
に
日
々
努
力
し
て
い
こ
う
」
と
訓
示
し
た
。

豊
田
司
令
離
任

体
育
学
校
長
へ

行
動
を
し
、
皆
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
取

り
組
む
」
と
挨
拶
し
、
終
了

し
た
。

午
後
に
は
場
所
を
一
号
営

庭
に
移
し
、
新
成
人
の
主
張

を
行
っ
た
。

新
成
人
は
、
駐
屯
地
司
令

を
始
め
多
く
の
先
輩
隊
員
が

見
守
る
中
、
個
人
の
目
標
や

親
へ
の
感
謝
を
大
声
で
発
表

し
た
。

駐
屯
地
の
隊
員
諸
官
、
令
和
三
年
を
新
た
な
気

持
ち
で
迎
え
た
こ
と
と
思
う
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世

界
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
、
駐
屯
地
に
お
い
て
も
諸
行
事
が
中
止
と

な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、

各
部
隊
等
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
処
置
を
適
切
に

実
施
し
、
訓
練
等
に
励
ん
で
き
た
。

今
年
も
昨
年
同
様
の
状
況
が
懸
念
さ
れ
て
は
い

る
が
、
隊
員
諸
官
は
基
本
基
礎
を
徹
底
し
、
引
き

続
き
健
全
性
を
維
持
し
、
実
力
の
保
持
に
努
め
、

明
る
い
未
来
を
信
じ
、
任
務
に
ま
い
進
し
て
も
ら

い
た
い
。

令
和
三
年
も
、
駐
屯
地
一
丸
と
な
っ
て
難
局
を

乗
り
切
り
、
素
晴
ら
し
い
年
に
し
よ
う
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日
、
古
河
駐
屯
地
新
成
人
祝
賀
行
事
を
駐
屯
地
会
議
室
で
実
施
し
、
新
成
人

二
十
名
（
当
日
不
在
者
五
名
を
含
む
。
）
の
前
途
を
祝
っ
た
。

祝
賀
行
事
は
、
国
歌
斉
唱
、
記
念
品
贈
呈
、
駐
屯
地
司
令
式
辞
と
続
き
、
新
成
人
を
代
表
し
て
第

三
四
一
会
計
隊

新
宮
士
長
が
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
標
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
責
任
と
自
覚
あ
る

駐
屯
地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
動
画
を
チ
ェ
ッ
ク
！

第59号発行
司令業務室
広 報 班
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（４）

異
動
者
等
の
紹
介

綱
引
大
会

優勝 第１０２施設直接支援大隊 第１位 第１０１施設器材隊本部付隊

令 和 ３ 年 １ 月 ２ ９ 日

定年退官予定者の紹介

器材隊
平井１曹

２月１９日付

永年の勤務、
お疲れさまでした。

新成人紹介

団 付
星野曹長

４月１１日付

支 処
平 准尉
２月９日付

成人の仲間入りをした隊員です。おめでとうございます！

団 付
原 １士

団 付
森 士長

１０１施器
梅田士長

１０１施器
平 士長

１０１施器
瀧澤１士

１０１施器
福田士長

１０１施器
白井１士

ダ車中
塚本１士

ダ車中
川名士長

支 処
関士長

支 処
大森士長

支 処
塩澤士長

施直支大
首藤士長

施直支大
吉田士長

高射中
村上士長

会計隊
新宮士長

会計隊
岸 士長

基通隊
中川士長

曹友会活動

臨時献血支援

駐
屯
地
で
は
、
三

つ
の
ク
ラ
ブ
が
活
動

中
で
す
。
皆
さ
ん
も

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

ク
ラ
ブ
紹
介

古河自衛隊協力会による梅苗木の寄贈

梅
が
実

を
つ
け
始

め
た
当
時

は
、
こ
の

梅
で
梅
干

を
作
り
、

隊
員
食
堂

で
活
用
し

た
こ
と
も

あ
っ
た
よ

う
で
す
。

銃剣道監督
１０１施器

河村曹長(内655)

軟式野球部監督
施直支大

新井田曹長(内553)

綱引部監督
施直支大

中山曹長(内523)

十
三
コ
の

花
壇
が
、
美

し
さ
を
競
っ

た
。

【
結

果
】

第
一
位

第
一
〇
一

施
設
器
材
隊

本
部
付
隊

第
二
位

第
一
施
設

団
本
部
付
隊

第
一
〇
一

施
設
器
材
隊

架
橋
中
隊

一
月
十
八

日
、
各
部
隊

等
を
六
チ
ー

ム
に
編
成
し

ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
勝

敗
を
競
っ
た
。

【
結

果
】

優

勝
第
一
〇
二

施
設
直
接
支

援
大
隊

準
優
勝

第
一
〇
一

施
設
器
材
隊

【
十
二
月
二
十
二
日
付
転
出
者
】

関
東
補
給
処
古
河
支
処

一
等
陸
佐

平
野

善
之
（
座
間
）

【
十
二
月
二
十
二
日
付
転
入
者
】

関
東
補
給
処
古
河
支
処

一
等
陸
佐

北
島

靖
彦
（
福
岡
）

【
十
二
月
二
十
一
日
付

任
期
付
自
衛
官
】

第
一
〇
一
施
設
器
材
隊
本
部
付
隊

二
等
陸
曹

澤
田

亮
子

転
出
者
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

転
入
者
等
の
皆
さ
ん
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

こ
の
「
は
も
ト
ピ
」
は
、
駐
屯

地
や
地
域
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
幅
広

く
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
は
、
駐
屯
地
の
梅
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

駐
屯
地
東
門
付
近
に
あ
る
梅
林

は
、
昭
和
四
十
年
に
古
河
自
衛
隊

協
力
会
が
寄
贈
し
た
三
百
本
の
梅

の
木
の
一
部
で
す
。

【
一
月
一
日
付

再
任
用
自
衛
官
】

第
一
〇
一
施
設
器
材
隊
架
橋
中
隊

陸
士
長

小
山

夏
輝

業務隊
前澤曹長
４月８日付



（２） 令 和 ３ 年 １ 月 ２ ９ 日

関
東
補
給
処
古
河
支
処
は
十
一
月
二
十
五
日
及
び
十
二
月
二

日
の
二
日
間
、
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
「
関
東

補
給
処
持
続
走
競
技
会
」
に
参
加
し
、
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。

支
処
は
昨
年
、
一
昨
年
と
総
合
準
優
勝
で
あ
っ
た
が
、
三
年

ぶ
り
に
総
合
優
勝
と
し
て
優
勝
旗
を
奪
還
し
、
雪
辱
を
果
た
す

こ
と
が
出
来
た
。

今
回
の
競
技
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
会
と
な
り
、
例
年
と
は

違
い
沿
道
で
の
応
援
が
制
限
さ
れ
て
の
孤
独
な
レ
ー
ス
と
な
っ

た
が
、
選
手
た
ち
は
今
大
会
ま
で
計
画
的
に
練
成
を
し
て
き
た

自
分
を
信
じ
、
仲
間
を
信
じ
、
一
人
ひ
と
り
が
心
を
一
つ
に
し

て
力
走
し
、
総
合
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

ま
た
、
十
二
月
十
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
間
、
秋
季
東
富
士

(

北
・
南
地
区)

演
習
場
定
期
整
備
に
お
い
て
補
給
整
備
支
援
を

実
施
し
た
。

支
援
期
間
中
、
部
隊
の
要
求
に
基
づ
い
た
部
品
補
給
及
び
補

給
品
輸
送
を
適
時
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
野
整
備
部
隊
と
の

連
携
を
図
り
整
備
を
実
施
す
る
等
、
施
設
器
材
の
可
動
率
向
上

に
寄
与
し
た
。

こ
の
間
、
関
東
補
給
処
長
に
よ
る
現
地
指
導
を
受
け
、
補
給

品
の
出
庫
状
況
及
び
整
備
支
援
が
円
滑
に
機
能
し
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
確
認
を
受
け
た
。

表彰式

力走する隊員整備をする隊員

処長による現地指導

古
河
駐
屯
地
業
務
隊
は
十
一
月
十
二
日
、
駐
屯
地
に
お
い

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
が

同
時
発
生
し
た
想
定
で
の
不
測
事
態
対
処
訓
練
を
実
施
し
、

隊
の
指
揮
所
能
力
、
衛
生
科
の
対
処
能
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
十
一
月
十
八
日
に
は
松
戸
駐
屯
地
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
埼
玉
・
栃
木
グ
ル
ー
プ
駐
屯
地
業
務
隊
相
互
研
修
に

参
加
し
、
需
品
学
校
の
業
務
隊
業
務
の
取
組
等
を
研
修
し
て

古
河
駐
屯
地
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
資
を
得
た
。

十
一
月
二
十
日
に
は
、
総
監
部
幕
僚
副
長
（
行
政
）
泉
陸

将
補
に
よ
る
駐
屯
地
基
盤
現
況
把
握
を
受
け
、
作
戦
支
援
基

盤
と
し
て
の
古
河
駐
屯
地
の
現
況
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
及
び
将
来
の
女
性
増
勢
等
に
お
け
る
部
隊
ニ
ー

ズ
等
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
っ
た
。

ま
た
、
十
二
月
十
三
日
に
駐
屯
地
全
停
電
対
処
訓
練
を
実

施
し
た
ほ
か
、
３
四
半
期
駐
屯
地
施
設
の
整
備
と
し
て
、
女

性
自
衛
官
隊
舎
玄
関
目
隠
し
フ
ィ
ル
ム
貼
付
け
、
高
射
管
理

棟
壁
補
修
、
非
常
用
発
電
機
設
備
保
守
点
検
、
場
外
着
陸
場

定
期
検
査
、
支
障
樹
木
の
剪
定
等
計
二
十
六
件
の
整
備
を
実

施
し
、
勤
務
・
生
活
環
境
の
不
断
の
改
善
を
図
っ
た
。

４
四
半
期
も
隊
員
の
生
活
環
境
向
上
に
向
け
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

不測事態対処訓練

庁舎外壁補修 行政副長現況把握

駐屯地全停電対処訓練

第
一
〇
二
施
設
直
接
支
援
大
隊
は
十
一
月
九
日
、
整
備

隊
工
場
地
域
に
お
い
て
、
火
災
予
防
週
間
に
合
せ
た
初
期

消
火
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
火
災
発
生
時
の
初
期
消
火
要
領
を
練
成
し
、

隊
員
の
初
期
消
火
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
当
初
、
普
通
火
災
・
油
火
災
・
電
気
火
災
に
対

応
し
た
消
火
器
の
説
明
を
行
っ
た
。
次
い
で
消
火
器
及
び

消
火
栓
を
使
用
し
た
放
水
要
領
等
に
つ
い
て
展
示
説
明
及

び
実
習
を
実
施
し
、
初
期
消
火
要
領
に
つ
い
て
周
知
徹
底
、

能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

ま
た
、
十
二
月
十
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
間
、
東
富
士

整
備
支
援
隊
と
し
て
、
秋
季
東
富
士(

北
・
南
地
区)

演
習

場
定
期
整
備
支
援
を
実
施
し
た
。

本
整
備
支
援
隊
の
編
成
に
あ
た
り
、
平
素
の
直
接
支
援

態
勢
を
保
持
し
つ
つ
、
ス
ト
ー
ブ
や
野
外
炊
具
の
整
備
の

た
め
全
般
支
援
大
隊
の
一
部
（
需
品
整
備
機
能
）
を
配
属

し
た
。

期
間
中
、
施
設
・
車
両
・
需
品
の
各
器
材
を
計
二
二
四

件
整
備
し
、
被
支
援
部
隊
の
任
務
達
成
に
寄
与
し
た
。

ロードローラ天蓋部の研磨

整備隊長優秀隊員褒賞土肥３曹（写真左） 放水要領実習

消火器取扱要領展示

各部隊等の活動紹介



（３）

各部隊等の活動紹介

令 和 ３ 年 １ 月 ２ ９ 日

第
三
三
七
高
射
中
隊
は
、
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま

で
の
間
、
東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、
第
１
次
高
射
中
隊
等
野
外

行
動
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
訓
練
の
成
果
を
最
大
限
発
揮
し
、
年
度
当
初
の
目

標
で
あ
る
「
概
ね
優
良
」
の
成
果
を
獲
得
し
た
。
本
検
閲
を
通
じ

て
得
た
成
果
を
今
後
の
部
隊
の
基
礎
と
し
て
、
し
っ
か
り
継
承
し

て
い
き
た
い
。

中
隊
訓
練
及
び
本
検
閲
を
通
じ
て
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
全
て

の
部
隊
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
回
得
た
成
果
を
基
礎
と
し
て
、

し
っ
か
り
継
承
し
て
い
き
た
い
。

第９位 特殊器材中隊第２位 架橋中隊第１位 本部付隊

砕石の運搬・敷均

観測台取付道の構築
（法面の整形作業状況）

第
三
四
一
会
計
隊
は
、
十

月
二
十
七
日
令
和
２
年
度
方

面
会
計
隊
隊
務
視
察
を
受
察

し
た
。

年
度
間
実
施
す
る
訓
練
・

検
査
等
を
総
合
的
に
判
断
し

決
定
さ
れ
る
「
隊
務
優
秀
」

を
獲
得
す
る
べ
く
、
真
見
三

佐
を
核
心
と
し
て
引
き
続
き

任
務
に
邁
進
し
て
い
く
。

九
月
八
日
付
で
配
置

さ
れ
た
森
田
一
士
は
契

約
係
と
し
て
、
山
田
一

士
は
会
計
係
と
し
て
勤

務
・
訓
練
に
毎
日
奮
闘

し
て
い
る
。

隊務視察記念

勤務に専念する
森田１士

持続走競技会で
力走する山田１士

第
一
〇
一
施
設
器
材

隊
は
十
一
月
二
十
四
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
、

古
河
駐
屯
地
で
実
施
さ

れ
た
第
二
回
駐
屯
地
花

壇
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加

し
た
。

採
点
結
果
は
花
壇
コ

ン
ク
ー
ル
対
象
十
三
コ

部
隊
中
、
本
部
付
隊
が

総
合
順
位
「
第
一
位
」

架
橋
中
隊
は
「
第
一
施

設
団
本
部
付
隊
と
の
同

率
「
第
二
位
」
特
殊
器

材
中
隊
は
「
第
九
位
」

と
な
っ
た
。
花
壇
の

テ
ー
マ
は
各
中
（
付
）

隊
の
花
壇
担
当
者
が
考

案
し
、
本
部
付
隊
は

「
一
致
団
結
」
、
架
橋

中
隊
は
「
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ

Ｅ
・
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｎ
］
、

特
殊
器
材
中
隊
は
「
躍

進
」
と
そ
れ
ぞ
れ
設
定

し
、
限
ら
れ
た
経
費
及

び
準
備
期
間
の
中
で
は

あ
っ
た
が
「
苗
・
肥
料

及
び
装
飾
資
材
」
の
購

入
か
ら
、
配
置
、
植
え

付
け
ま
で
を
行
い
、
最

後
ま
で
花
の
コ
ン
デ

シ
ョ
ン
を
調
整
し
な
が

ら
選
考
当
日
を
迎
え
た
。

第
一
位
と
な
っ
た
本

部
付
隊
花
壇
係
の
長
、

白
井
二
曹
は
「
本
部
付

隊
の
皆
が
協
力
し
花
壇

を
完
成
さ
せ
る
と
と
も

に
、
テ
ー
マ
通
り
花
壇

内
に
様
々
な
色
の
花
を

集
め
、
美
し
く
咲
き
誇

る
花
で
団
結
の
心
を
表

現
で
き
た
こ
と
が
嬉
し

か
っ
た
」
と
話
し
た
。

来
年
度
も
駐
屯
地
の

勤
務
環
境
向
上
の
為
、

今
年
度
以
上
の
花
壇
を

作
成
し
て
い
き
た
い
。

第
三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
は
十
一
月
十
日
か
ら
十
九
日
（
前

段
）
及
び
十
二
月
十
一
日
か
ら
十
八
日
（
後
段
）
ま
で
の
間
、
令

和
二
年
度
方
面
秋
季
演
習
場
定
期
整
備
に
五
十
五
名
が
参
加
し
た
。

相
馬
原
演
習
場
で
は
観
測
台
及
び
取
付
道
の
構
築
を
担
任
す
る

と
と
も
に
、
東
富
士
演
習
場
で
各
部
隊
の
担
任
す
る
機
道
路
整
備

等
を
支
援
し
、
演
習
場
機
能
の
維
持
・
向
上
、
長
期
安
定
使
用
に

寄
与
し
て
任
務
を
完
遂
し
た
。

両
演
習
場
の
整
備
を
通
じ
て
隊
員
の
車
両
操
縦
技
術
及
び
施
設

機
械
操
作
能
力
の
向
上
も
併
せ
て
図
る
事
が
で
き
た
。

第
三
二
〇
基
地
通
信
中
隊
古
河
派
遣
隊
は
、
十
一
月
九

日
か
ら
十
二
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
、
指
揮
シ
ス
テ
ム
換

装
に
伴
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
配
線
作
業
を
実
施
し
た
。
電

話
班
長
の
綿
密
な
計
画
、
周
到
な
準
備
に
よ
り
遅
滞
な
く

構
成
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
十
一
月
十
八
日
に
は
第
一
〇
五
指
揮
所
通
信
大

隊
計
画
に
よ
る
衛
星
器
材
等
の
電
波
通
路
調
査
支
援
を
実

施
し
た
。
併
せ
て
衛
星
器
材
構
成
の
為
の
展
開
・
構
成
要

領
の
研
修
が
あ
り
、
衛
星
器
材
取
扱
要
領
の
概
要
を
修
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
と
ら
え
て
回
線
構
成
能
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

天井裏の配線作業をする隊員

衛星通信器材の展開

検閲終了後の記念撮影

隊容検査


